
平 成 2 4 年 度 第 3 回 理 事 会 抄 録  
日 時 ： 平 成 2 4 年 6 月 1 4 日 （ 木 ）  1 3： 0 0～ 1 6： 0 0  
場 所 ： 宮 崎 県 シ ー ガ イ ア  コ ン ベ ン シ ョ ン セ ン タ ー 2 階  フ ェ ニ

ッ ク ス  
出 席 ： 中 村 （ 会 長 ）、 山 根 、 清 水 （ 副 会 長 ）、 荻 原 （ 事 務 局 長 ）、

古 川 、 長 尾 、 岩 崎 （ 監 事 ）、 香 山 、 小 林 、 佐 藤 （ 善 ）、 谷 、 土

井 、 陣 内 、 山 本 （ 常 務 理 事 ）、 宇 田 、 大 丸 、 苅 山 、 北 山 、 坂

井 、 髙 島 、 東 、 藤 井 、 三 澤 、 森 （ 理 事 ）  
学 会 長 挨 拶  
理 事 勉 強 会  
Ⅰ .審 議 事 項  
1 .今 回 の 総 会 の 事 後 対 応 に つ い て（ 中 村 会 長 ）5 月 2 6 日 に 行 わ れ た

社 員 総 会 の 議 事 録 を 、 発 言 し た 社 員 、 理 事 に 確 認 の 上 、 ホ ー ム ペ ー

ジ 及 び 機 関 誌 に 掲 載 す る 。  → 承 認  
2 .都 道 府 県 士 会 に 属 さ な い 会 員 の 学 会 発 表 に つ い て（ 小 林 学 術 部 長 ）

社 員 総 会 で の 質 問 に 対 す る 回 答 と し て 、「都 道 府 県 士 会 に 属 さ な い 会

員 の 演 題 発 表 応 募 資 格 を 制 限 す る 権 限 は 学 会 長 に な い 」 と す る 。 ま

た 、「協 会 員 と 都 道 府 県 士 会 員 と の 関 係 を 根 本 か ら 明 確 に 規 定 す る よ

う な 事 前 の 対 応 が 必 要 で あ る 」 と い う 提 案 に 対 し 、 士 会 と 協 会 で 共

通 認 識 を 持 つ こ と が 必 要 と の 意 見 が 多 く 出 さ れ 、 具 体 的 に 対 応 し て

い く こ と と す る 。  → 承 認  
3 .学 術 誌 「 作 業 療 法 」 の 契 約 更 新 に つ い て （ 小 林 学 術 部 長 ） 協 同 医

書 と の 契 約 内 容 に つ い て 、 日 付 と 「 依 頼 原 稿 の 依 頼 業 務 と 受 領 の 都

保 管 」 を 変 更 す る 。 学 術 誌 の 内 容 に つ い て 意 見 が 出 さ れ た が 、 内 容

に つ い て は 別 途 提 案 す る 。  → 承 認  
4 .強 制 退 会 後 の 再 度 入 会 者 と 死 亡 退 会 に つ い て （ 荻 原 事 務 局 長 ） 6
月 強 制 退 会 後 、精 算 し 、再 入 会 さ れ た 方 が 4 名 。死 亡 退 会 1 名 。 →

承 認  
Ⅱ .報 告 事 項  
1 .事 務 局 報 告  
1） 懇 親 会 に つ い て （ 荻 原 事 務 局 長 ） 社 員 総 会 後 の 懇 親 会 の 目 的 、

形 式 、 参 加 者 、 費 用 等 に つ い て 報 告 。  
2） 来 年 度 以 降 の 社 員 総 会 の 日 程 と 会 場 に つ い て （ 荻 原 事 務 局 長 ）

平 成 2 5 年 度 の 定 時 社 員 総 会 の 日 程 を 5 月 2 5 日 土 曜 日 1 3 時 か ら 1 6
時 ま で と す る 。 会 場 は ア ク セ ス 、 利 用 料 の 関 係 か ら 日 本 教 育 会 館 で

行 う 。 今 後 、 基 本 的 に 5 月 の 最 終 週 の 土 曜 日 に 開 催 す る 。  
3） 平 成 2 3 年 度 ～ 平 成 2 4 年 度 5 月 末 の 会 員 動 向 に つ い て （ 荻 原 事

務 局 長 ） 平 成 2 3 年 4 月 時 点 の 会 員 数 4 万 1 , 1 7 2 名 、 2 4 年 3 月 3 1
日 時 点 の 会 員 数 4 万 4 , 9 5 8 名 、 2 3 年 度 末 の 退 会 処 理 は 3 , 0 7 4 名 で 、

2 4 年 4 月 1 日 時 点 の 会 員 数 は 4 万 1 , 8 8 4 名 。2 4 年 5 月 3 1 日 現 在 の



会 員 数 は 新 規 入 会 者 含 め て 4 万 3 , 7 9 7 名 で あ る 。 子 育 て 世 代 の 退 会

者 が 多 い こ と か ら 、 休 会 等 の 対 応 が 必 要 と の 意 見 が 多 く 出 さ れ た 。  
4）学 会 事 前 登 録 シ ス テ ム の 受 付 状 況 に つ い て（ 荻 原 事 務 局 長 ） 5 月

2 5 日 時 点 で の 登 録 者 数 2 , 2 3 4 名 。 5 月 3 1 日 未 入 金 に よ る 削 除 者 数

6 3 名 。 削 除 後 の 登 録 者 数 2 , 1 7 1 名 。 復 活 処 理 対 象 者 1 7 名 。 キ ャ ン

セ ル 数 5 名 。 6 月 7 日 時 点 で の 登 録 確 定 者 数 2 , 1 8 3 名 。  
2 .教 育 部 報 告  
1） リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 教 育 評 価 機 構 の 動 向 に つ い て （ 陣 内 教 育 部

長 ） 4 月 2 日 に 一 般 社 団 法 人 と な り 、 6 月 9 日 に 社 員 総 会 及 び 理 事

会 が 開 催 さ れ 、 役 員 、 組 織 、 本 年 度 の 事 業 計 画 、 予 算 案 が 審 議 さ れ

た 。 評 価 ・ 認 定 の 委 員 会 に は 協 会 の 佐 竹 氏 が 委 員 長 と し て 、 そ の 任

に 当 た る 。  
2）「 生 涯 教 育 制 度 に お け る 中 期 ビ ジ ョ ン 2 0 1 3 お よ び 中 期 計 画 2 0 1 3」

の 中 間 報 告 に つ い て （ 藤 井 理 事 ） 生 涯 教 育 制 度 の 5 年 ご と の 改 定 作

業 の 中 間 報 告 。  
3） 大 学 院 と の 連 携 に か か る 意 向 調 査 の 結 果 に つ い て （ 藤 井 理 事 ）

4 0 大 学 院 に 意 向 調 査 を 行 い 、 2 7 大 学 院 か ら 回 答 を 得 た 。 そ の う ち

1 9 大 学 院 か ら 連 携 可 能 と い う 前 向 き な 回 答 が 得 ら れ た 。具 体 的 に 専

門 作 業 療 法 士 の カ リ キ ュ ラ ム に 組 み 込 め る か 検 討 し て い く 。  
3 . チ ー ム 医 療 推 進 協 議 会 と し て 提 出 し た 災 害 関 連 要 望 書 に つ い て

（ 中 村 会 長 ）チ ー ム 医 療 推 進 協 議 会 よ り 6 月 1 日 に 民 主 党 へ 災 害 関

連 要 望 書 「 今 後 の 大 規 模 災 害 時 支 援 体 制 づ く り へ の 要 望 ― 東 日 本 大

震 災 で の 支 援 活 動 の 経 験 か ら ― 」 を 提 出 し た 。  
4 .「 生 活 行 為 向 上 マ ネ ジ メ ン ト 」 の 位 置 づ け に 関 す る 論 点 に つ い て

（ 荻 原 事 務 局 長 ）5 月 1 9 日 の 理 事 勉 強 会 の 際 の 議 論 の 内 容 を ま と め

た 。 改 善 ・ 対 応 す べ き 4 点 に つ い て は 早 急 に 行 う 必 要 が あ り 、 9 月

理 事 会 に お い て 最 終 決 定 を す る こ と が 確 認 さ れ た 。  
5 .渉 外 活 動 報 告  
（ 髙 島 理 事 ） 6 月 7 日 心 臓 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 学 会 、 6 月 11 日 日 本

リ ン パ 学 会 に 診 療 報 酬 改 定 の 報 告 を し 、 お 礼 と 今 後 の 協 力 依 頼 を 行

っ た 。  
（ 香 山 理 事 ） ① 厚 労 省 よ り 依 頼 が あ り 、 I A D L の 評 価 表 づ く り に 参

画 す る こ と と な っ た 。 現 在 、 委 員 を 擁 立 し て い る 。 ② 被 災 地 支 援 の

一 環 と し て の 「 仮 設 住 宅 居 住 高 齢 者 の 生 き が い 創 出 プ ロ ジ ェ ク ト 」

へ の 協 力 依 頼 が 岩 手 県 よ り 岩 手 県 作 業 療 法 士 会 に あ っ た 。 岩 手 県 士

会 よ り 協 会 に 直 轄 事 業 と し て お 願 い し た い と い う 依 頼 が あ り 、 岩 手

県 と 先 週 第 1 回 の 会 議 を 行 っ た 。  
（ 三 澤 理 事 ）J D D ネ ッ ト 単 独 で 要 望 書 を 厚 労 省 と 文 科 省 に 提 出 し た 。 
6 .そ の 他  
（ 荻 原 事 務 局 長 ） 厚 労 省 か ら 精 神 疾 患 の 医 療 体 制 の 構 築 に 関 わ る 指



針 が 出 さ れ 、 そ れ を 受 け て 各 都 道 府 県 で は 医 療 計 画 に 入 っ て い る 。

理 事 、 士 会 の 方 は そ の 情 報 を 得 て 、 情 報 交 換 を し て い た だ き た い 。  
（ 中 村 会 長 ） リ ハ 1 0 団 体 で 震 災 復 興 の た め の 団 体 を つ く っ て い る

が 、 継 続 す る こ と が 決 ま り 、 ま ず 研 修 会 の 開 催 の 準 備 に 入 る 。  
（ 小 林 学 術 部 長 ） 学 術 誌 『 作 業 療 法 』 の 配 信 を 、 メ デ ィ カ ル フ ァ イ

ン ダ ー 、 メ デ ィ カ ル オ ン ラ イ ン 、 新 た に サ イ ニ ― の 3 か 所 か ら す る

こ と に な っ た 。  
（ 山 根 副 会 長 ）本 日 午 前 中 に W F O T の Te a m  J a p a n の 第 2 回 の 合 同

会 議 を 開 催 し た 。  
（ 佐 藤 理 事 ） 国 際 学 会 の 発 表 の 仕 方 の 研 修 会 を 2 ヶ 所 で 行 う 。  

以 上  


